
みはま支援学校学校運営協議会
（令和６年度 第１回記録）

協議会趣旨：みはま支援学校の児童生徒の育ちを支えるため、学校や家庭、地域が互いの
役割を確認し、協働して特色ある学校づくりを推進するとともに、児童生徒も大
人も共に育ち、育て合う取組の推進を図る。

開催日時：令和６年６月７日（金）9:30～11:30
出席者：委員７名、事務局（本校職員）８名、

オブザーバー１名（県紀南教育事務所職員）
議 事：①開会（会長に北岡委員を選出）

②授業参観
③学校運営方針について（学校長より）
④美浜町中央公民館との連携（中西委員より）
⑤グループ協議「今年度の取組に向けて」

授業参観

グループ協議「今年度の取組に向けて」
教職員も入って、テーマにそった
話し合いを行いました。

テーマ①「ＰＴＡ活動の活性化とキャリア教育」
９月のＰＴＡ研修会では森脇委員が講師となり「キャリア教育」をテーマに取り上
げます。ＰＴＡ会長でもある山本委員や就業支援に取り組む大沼委員からは「保護
者が何を知りたいか、何が心配かを知ることが大切」「保護者への情報提供、特に
福祉サービスの情報は早めに伝える」と言った意見がありました。研修会の中でも
保護者が質問や意見が出せるような工夫を取り入れていくことが話し合われました。
また、今年度も高等部の「産業社会と人間」に外部講師として参加してくれている
森脇委員から、生徒や保護者へのアドバイスが定期的にできるよう、来校時の昼休
みに校内に「相談ブース」を設けるアイデアも出されました。

【今回のまとめとして…学校長より】
今年の学校運営協議会は委員さんにも学校運営により参画していただ
きたいと考えている。昨年度の取組の中でも、地域の方とのふれあいが子
どもたちには大きな経験となった。今年も人とのつながりの中で、子どもたち
が育つ、そんな経験を積み、保護者にも広げていきたい。

主に通学生の授業の様子を
参観いただきました。中学部
では自立活動（ものづくり）
の様子を見ていただき、実際
に制作しているマグネット等を
手にとっていただきました。

テーマ②「美浜町の地域資源の活用と地域貢献」
美浜町にある学校として、地域とのつながりを大切にした取組を進めていきたいと
考えています。生徒会でも松林の清掃活動をしたいという話がありましたが、瀬戸
委員から「美浜町の松林の歴史等学んでから取組を進めては？」という意見をいた
だきました。高等部担任からは美浜町にいるいろんな人と出会う機会を作りたい、
という希望があり、中西委員に「魅力的な人リストを作ってほしい」という意見を
伝えました。北岡委員からは生徒が社会の中で人と一緒に活動をする（協働構築）
ことのよさを感じられる取組の大切さについてお話がありました。

学校長から今年度の学校運営方針について説明しました。
今年度の重点目標は
①実態把握と授業づくり
②キャリア教育の充実
③センター的機能の推進・充実 です。
昨年度決定した「めざす子ども像：自分らしく生きる 豊かに
生きる」に向け、それぞれの取組を充実させることについて承
認いただきました。

学校運営方針の説明

美浜町中央公民館との連携

中西委員より昨年度の本校と公民館との連携について、本校
児童生徒作品の常設展示や公民館講座の成果の報告があり
ました。今年は町文化協会との連携や美浜町おはなし出張講
座の活用についても提案がありました。

学校運営協議会
委員とみはまの教
職員による共同学
習！何か楽しいこ
とが始まりそうなワク
ワクする時間でした。

今後もメール等で連絡を取り合い、具体化していくことを確認しました
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